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地域おこし協力隊活用事業

まちづくり活性化交付金

1464万円

ふるさと納税を活用して、10地区の
地域自主組織に助成する

６月
定例会 コロナ対策に自主財源を大幅投入

「ありがとう！大山みんなで応援券」を配布 　６月定例会は６月５日から６月１９日まで、１５日間の会期で開きました。
　令和２年度一般会計補正予算は、２億７１７６万円の増額で、補正後の総額は１３２億４３３１万円となり、
過去最高額となりました。
　審議の結果、議案１２件、農業委員会委員任命議案１５件、陳情３件、発議（意見書）２件は、可決、採択
としました。陳情２件は不採択としました。
　一般質問は、１２人の議員が町長、教育長、選挙管理委員会委員長に質問しました。（関連７ページ）
また、平成３０年９月に設置した第４次議会改革調査特別委員会が最終報告を行いました。（関連３１ページ）

ありがとう！大山みんなで応援券

1億7098万円

新型コロナウイルス感染症の影響で落ち
込んだ消費の喚起と生活支援を実施する

除雪用2㌧ダンプの購入

558万円

２５年経過し老朽化した除雪用
２㌧ダンプを更新する

崩壊斜面の復旧事業

3000万円

３月の大雨により、崩壊した
旧奈和の斜面を復旧する

補正予算の主な事業

強い農業・担い手づくり支援

361万円

認定農業者や担い手などの規模拡大や
農業機械導入に助成する

桜の苑の改修負担金

3508万円

米子にある火葬場「桜の苑」を
改修する

農業および漁業部門で、２人を採用する
農業分 221万円
漁業分 221万円
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の

チェックします

6月定例会
議

案
質討
疑論

通行の安全を守る赤色回転灯

解体される清掃センター 退職者が多かった消防団

来店客の多いモンベル大山店

【
池
田
議
員
】交
通
安
全

対
策
費
の
光
熱
水
費
は

何
か
。点
灯
し
て
な
い
回

転
灯
が
あ
る
が
維
持
管

理
は
。

【
企
画
課
長
】町
内
9
号

線
沿
い
に
あ
る
赤
色
回

転
灯
の
電
気
料
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
八
橋
交
通
安

全
町
連
絡
協
議
会
で
設

置
し
た
が
、同
会
が
解
散

す
る
た
め
で
あ
る
。

【
加
藤
議
員
】今
年
か

ら
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
タ

は
、町
の
補
助
金
な
し

で
行
う
計
画
だ
っ
た
が
、

２
２
４
万
円
の
補
正
が

あ
る
。中
止
に
な
っ
て
町

が
か
か
わ
る
理
由
は
。

【
観
光
課
長
】広
告
料
は

次
年
度
に
繰
り
越
す
が
、

参
加
料
返
金
は
対
応
で

き
ず
町
が
支
援
す
る
。

【
加
藤
議
員
】ほ
か
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
は
参
加

料
を
返
還
し
て
い
な
い

が
、次
回
も
同
じ
方
法
で

や
る
の
か
。

【
町
長
】次
年
度
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
な
ど

を
考
慮
し
、こ
う
し
た
問

題
に
対
応
で
き
る
形
で

準
備
し
て
も
ら
う
。

【
岡
田
議
員
】自
主
組
織

補
助
金
４
０
０
万
円
減

額
の
理
由
は
。

【
企
画
課
長
】関
係
す
る

事
業
内
容
が
県
の
補
助

金
対
象
と
な
り
、「
み
ん

な
で
取
り
組
む
中
山
間

地
域
づ
く
り
」へ
事
業
の

組
み
替
え
を
行
っ
た
。

【
大
森
議
員
】こ
の
返
還

金
の
経
過
と
内
容
は
何

か
。

【
農
林
水
産
課
長
】研
修

後
、補
助
金
交
付
確
認
中

に
離
農
し
た
親
元
就
農

者
1
人
の
返
還
分
で
あ

る
。

【
大
森
議
員
】地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
補
正
予
算

内
訳
と
対
象
分
野
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
半
年

分
給
料
で
、対
象
は
農
業

と
漁
業
部
門
で
あ
る
。

【
野
口
昌
議
員
】ア
ス
ベ

ス
ト
に
対
す
る
調
査
委

託
費
と
あ
る
が
、ど
こ
の

施
設
か
。

【
総
務
課
長
】モ
ン
ベ
ル

大
山
店
の
3
階
の
屋
根

裏
部
分
に
使
用
の
疑
い

が
あ
り
、そ
の
調
査
費
で

あ
る
。

【
岡
田
議
員
】中
山
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
解
体
で
、５

社
中
４
社
入
札
辞
退
で

は
競
争
原
理
が
働
か
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

山
陰
地
区
で
解
体
業

者
は
な
い
の
か
。

【
副
町
長
】ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
な
ど
特
殊
工
事

と
な
り
入
札
可
能
事
業

者
は
限
ら
れ
る
。予
定
価

格
を
公
表
し
、中
国
管
内

5
社
に
公
募
し
た
。

【
池
田
議
員
】当
初
予
算

で
同
額
が
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、補
正
の
理
由
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】今
回

県
か
ら
追
加
が
認
め
ら

れ
、計
4
カ
所
の
た
め
池

を
追
加
し
た
。町
内
の
重

点
た
め
池
す
べ
て
完
成

と
な
る
。

交
通
安
全
対
策
費

コ
ロ
ナ
で
中
止
の
名
和
マ
ラ
ソ
ン

地
域
自
主
組
織
の
育
成
支
援

親
元
就
農
者
事
業
の
返
還
金

【
岡
田
議
員
】パ
ー
ト
か

ら
フ
ル
タ
イ
ム
に
な
り
、

給
与
額
が
下
が
る
の
は

腑ふ

に
落
ち
な
い
。

　
内
訳
は
。

【
総
務
課
長
】職
員
の
勤

務
内
容
で
違
い
は
あ
る

が
、パ
ー
ト
職
員
は
報
酬
、

フ
ル
タ
イ
ム
の
任
用
職

員
は
給
料
へ
組
み
替
え
と

な
り
額
は
変
わ
ら
な
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
分
野

工
事
調
査
の
委
託
費

入
札
は
適
正
か

【
野
口
俊
議
員
】消
防
団

員
退
職
費
増
額
の
理
由

は
。

【
総
務
課
長
】消
防
団
の

退
職
者
が
14
人
と
予
定

よ
り
多
か
っ
た
た
め
。

消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金

【
吉
原
議
員
】中
学
校
の

芸
術
鑑
賞
教
室
開
催
の

委
託
料
減
額
理
由
は
。

【
教
育
次
長
】中
学
校
で

5
月
に
実
施
す
る
予
定

が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
で
中
止
と
な
っ

た
た
め
。

【
吉
原
議
員
】中
学
3
年

の
豊
か
な
感
性
を
育
む

た
め
、3
密
を
避
け
て
の

代
替
え
計
画
は
あ
る
か
。

【
教
育
次
長
】こ
の
実
施

団
体
は
全
国
を
回
る
劇

団
で
、感
染
リ
ス
ク
も
あ

り
日
程
調
整
は
不
可
能

で
あ
る
。

中
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
の
中
止

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
消
費
の
喚
起
を
は
か

り
、全
町
民
へ
1
人
1
万
円（
75
歳
以
上
の
単
身
者
に

は
５
０
０
０
円
上
乗
せ
）の
商
品
券
を
配
布
す
る
総
額

1
億
７
０
０
０
万
円
の
大
き
な
支
援
対
策
事
業
に
多

く
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

あ
り
が
と
う
！
大
山
み
ん
な
で
応
援
券
事
業

全町民に配布される「応援券」

【
大
森
議
員
】約
１
億 

７
０
０
０
万
円
の
大
き
な

事
業
だ
が
、な
ぜ
人
件
費

が
含
ま
れ
る
か
、職
員
で

ま
か
な
え
な
い
か
。

【
企
画
課
長
】会
計
年
度

任
用
職
員（
パ
ー
ト
）４

人
、５
日
分
の
給
料
で
、

期
日
が
限
ら
れ
一
般
職

員
だ
け
で
は
間
に
合
わ

な
い
た
め
。

【
加
藤
議
員
】飲
食
店
が

苦
し
い
状
況
で
有
効
な

施
策
だ
。事
業
者
は
早
く

換
金
し
た
い
が
、そ
の
期

日
は
。

【
企
画
課
長
】各
事
業
所

で
ま
と
め
ら
れ
た
商
品

券
は
、８
月
１
日
か
ら
役

場
で
随
時
換
金
の
受
け

付
け
を
開
始
す
る
。

【
岡
田
議
員
】リ
フ
ォ
ー

ム
券
は
ど
ん
な
工
事
を

想
定
し
て
い
る
か
。一
人

親
世
帯
へ
の
配
布
は
し
な

い
か
。

【
企
画
課
長
】リ
フ
ォ
ー

ム
は
建
具
や
水
回
り
な

ど
小
規
模
な
修
理
を
考

え
て
い
る
。目
的
は
町
内

の
経
済
循
環
の
促
進
で

あ
り
、一
人
親
世
帯
と
か

に
は
別
の
支
援
策
を
考

え
た
い
。

【
森
本
議
員
】町
内
の
店

が
対
象
だ
が
、申
請
方
法

と
商
工
会
未
加
入
店
の

対
応
は
。

【
企
画
課
長
】書
類
申
請

と
な
り
、加
入
未
加
入
に

関
係
な
く
受
け
付
け
る
。

【
門
脇
議
員
】町
外
事
業

所
に
従
事
す
る
大
工・左

官
さ
ん
が
い
る
が
、個
人

と
し
て
申
請
で
き
る
か
。

【
企
画
課
長
】町
民
が
個

人
事
業
者
と
し
て
や
っ
て

い
れ
ば
受
け
付
け
る
。

【
西
尾
議
員
】県
内
で
は

50
％
プ
レ
ミ
ア
ム
券
の

支
援
が
あ
る
。本
町
は
負

担
な
し
で
1
万
円
配
布
、

こ
れ
が
ベ
ス
ト
と
い
う

考
え
か
。

【
企
画
課
長
】商
工
振
興

と
し
て
は
プ
レ
ミ
ア
ム
券

も
考
え
ら
れ
る
が
、生
活

支
援
と
い
う
意
味
を
込

め
た
施
策
で
あ
る
。

人
件
費
が
必
要
か

換
金
の
対
応

上
乗
せ
配
布

登
録
の
方
法

【
近
藤
議
員
】費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
50
％
プ

レ
ミ
ア
ム
券
に
し
て
、残

り
を
非
課
税
世
帯
や
一

人
親
世
帯
な
ど
に
手
厚

く
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。 【

企
画
課
長
】プ
レ
ミ
ア

ム
券
は
購
入
し
て
か
ら

に
な
り
、枠
が
読
め
な
い
。

全
町
民
の
使
用
が
目
的

で
あ
る
。

効
果
の
検
討

個
人
事
業
者
の
登
録

商
工
振
興
と
生
活
支
援

一目でわかる審議結果
○賛否の分かれた議案

4月臨時会
氏　　名

議　　案

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

加
藤
紀
之

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

米
本
隆
記

大
森
正
治

野
口
昌
作

近
藤
大
介

西
尾
寿
博

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

西
山
富
三
郎

結
果

令和2年度大山町一般会計補正予算
（第1号） ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 賛成10人

可決

固定資産評価審査委員会委員の選任について
（浅田　明枝） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 除 ○ ○ 賛成13人

同意

固定資産評価審査委員会委員の選任について
（近岡　一幸） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人

同意

※除斥とは・・・議員は自己、配偶者または血縁者の一身上に関する議案や利害関係のある議案には、公正な審議を行うため参与しないこと。

6 月定例会
氏　　名

議　　案

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

加
藤
紀
之

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

米
本
隆
記

大
森
正
治

野
口
昌
作

近
藤
大
介

西
尾
寿
博

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

西
山
富
三
郎

結
果

選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改
正を求める意見書提出を求める陳情 × × × ○ × × × ○ × ○ × × × × × 賛成3人

不採択

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2
分の１復元をはかるための、2021年度政府予
算に係る意見書採択に関する陳情

○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 賛成10人
採択

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め
る意見書」の採択を求める陳情書 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 賛成6人

不採択

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制
度拡充に係る意見書の提出について ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成12人

可決

5 月臨時会
氏　　名

議　　案

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

加
藤
紀
之

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

米
本
隆
記

大
森
正
治

野
口
昌
作

近
藤
大
介

西
尾
寿
博

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

西
山
富
三
郎

結
果

令和２年度大山町一般会計補正予算
（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

欠

賛成14人
可決

令和２年度大山町国民健康保険診療所特別会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人

可決

○は賛成、×は反対あるいは保留、除は除斥、欠は欠席

4・5月臨時会… ……補正予算(3件)、条例（4件）、専決処分の承認（3件）、陳情（1件）、人事（1件）
6月定例会……………補正予算(6件)、条例（3件)、工事請負契約（1件）、計画（1件）、陳情（2件）、意見書（1件）、
… …農業委員会の人事（15件）
議案の議決は、杉谷洋一議長を除く15人で行います。

○全会一致で議決した議案

4・5月臨時会
6月定例会
提出議案
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みなさんからの 陳 情 はこうなりました

採択とした陳情
題名 提出者 付託した委員会の意見・結果 本会議

採決結果

教職員定数改善と
義務教育費国庫負
担制度2分の１復元
をはかるための 、
2021年度政府予
算に係る意見書採
択に関する陳情

米子市米原２丁目３番２０号
鳥取県教職員組合西部支部
支部長　西田　浩文

鳥取県高等学校
教職員組合西部支部
支部長　深田　卓也

（教育民生常任委員会）
　多忙な学校現場の解消には、教職員の
定数改善が必須であり、教育環境の充実
を財政的にも支援する必要がある。
　採決の結果、全会一致で採択と決した。

採択

不登校・ひきこもり
児童生徒の支援拡
充をもとめる陳情

大山町上市170-1
いちご一会　親の会
代表　高見　裕美

大山町妻木473
NPO法人全国ことばを育む
会大山支部みらい
会長　茨木　絵美

（教育民生常任委員会）
　学校になじめない生徒の居場所として、
選択肢に寺子屋以外にもフリースクール
を認知し支援すべきと考える。
　採決の結果、全会一致で採択と決した。

採択

地方財政の充実・強
化を求める陳情

鳥取市南町505番地
自治労鳥取県本部
執行委員長　山口　一樹

大山町御来屋328番地
大山町職員労働組合
執行委員長　中井　晶義

（総務常任委員会）
　地方自治体は、さまざまな課題に直面し
ている。加えて、新型コロナウイルス感染
の影響で地方経済の低迷は顕著であり、
地方財政の充実・強化は必要である。
　採決の結果、全会一致で採択と決した。

採択

不採択とした陳情

題名 提出者 付託した委員会の意見・結果 本会議
採決結果

選択的夫婦別姓の
導入など、一日も早
い民法改正を求め
る意見書提出を求
める陳情

鳥取市西品治806
新日本婦人の会鳥取県本部
会長　山内　淳子

（教育民生常任委員会）
　夫婦のあり方の変化や国内世論、国際
的なすう勢を考えれば、民法改正を推進す
べきという意見もあった。
　しかし、夫婦別姓や女性の再婚禁止期間
の問題による弊害も懸念される。
　採決の結果、採択1、不採択4で不採択と
決した。

不採択

「最低賃金の改善と
中小企業支援の拡
充を求める意見書」
の採択を求める陳
情書

鳥取市西品治806
鳥取県労働組合総連合
議長　田中　暁　　

（総務常任委員会）
　最低賃金1500円をめざすことは理解でき
るという意見もあったが、全国一律の賃金設
定は、地域によって物価が異なる現状におい
ては結果として不公平になりかねず、また、
全国一律とすることを国に対して要望するこ
とは地方自治の観点からして懸念である。
　採決の結果、採択1、不採択3で、不採択
と決した。

不採択

意見書名 意見書の内容（要旨） 提出先

教職員定数の
改善及び義務
教育費国庫負
担制度拡充に
係る意見書

国会及び政府においては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が
計画的に教育行政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要
請する。
１．計画的な教職員定数改善を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負

担割合を２分の１に復元すること。

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣
総務大臣
文部科学大臣

意見書名 意見書の内容（要旨） 提出先

地方財政の充
実・強化を求
める意見書

　2021年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入・歳出を的確に見積も
り、地方財政の確立をめざすよう、政府に以下の事項の実現を求めます。
1．社会保障、感染症対策、防災、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増大す

る地方自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保
を図ること。

2．子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増す
る社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保および
地方財政措置を的確に行うこと。

3．新型コロナウイルス対策として、新たに政府が予算化した「新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金」や「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付
金」については、2020年度の補正予算にとどまらず、感染状況や自治体における
財政需要を把握しつつ、2021年度予算においても、国の責任において十分な財
源を確保すること。

4．地方交付税における「業務改革の取組等の成果を反映した算定（従来のトップラン
ナー方式）」は、地域実情を無視し、本来交付税の求められる財源保障機能を損な
う算定方式であることから、その廃止・縮小を含めた検討を行うこと。

5．「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている1兆円について、引き続き同
規模の財源確保を図ること。

6．2020年度から始まる会計年度任用職員制度における当該職員の処遇改善に向
けて、引き続き所要額の調査を行うなどして、その財源確保を図ること。

7．森林環境譲与税の譲与基準については、地方団体と協議を行い、林業需要の高い
自治体への譲与額を増大させるよう見直すこと。

8．地域間の財源遍在性の是正に向けては、遍在性の小さい所得税・消費税を対象に
国税から地方税への税源移譲を行うなど、抜本的な改善を行うこと。

　また、各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検
証した上で、代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障が生じることがないよう対
応を図ること。

9．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化を図り、市町村合併の算定特例
の終了への対応、小規模自治体に配慮した段階補正の強化などの対策を講じるこ
と。

10．依然として、4兆5000億円強と前年度を超える規模の財源不足があることから、
地方交付税の法定率を引き上げ、臨時財政対策債に頼らない地方財政を確立す
ること。

内閣総理大臣

内閣官房長官

総務大臣

財務大臣

経済産業大臣

内閣府特命担当
大臣（地方創生
規制改革担当）

内閣府特命担当
大臣（経済財政
政策担当）

6 月定例会で審査した陳情の採択結果を報告します。

◇町行政に意見や要望があるときは、どなたでも請願書や陳情書を議会に出すことができます。（請願には議員１人以上の紹介が必要
ですが、陳情の場合は必要ありません）

◇請願権は国民の権利のひとつです。提出の方法など詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

国へ提出する 2本の意見書
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の活動常任委員会
6月定例会

総務 常任委員会教育民生 常任委員会

旧奈和地内の土砂崩れ現場こうれい上屋付多目的広場を視察

集中豪雨による土砂崩れ着々と建設が進むこうれい上屋付多目的広場

　６月8,10,12日の３
日間、所管する各課か
ら、補正予算や特徴的
な案件につき説明を受
けた。
　現地視察では旧奈和
地内の土砂崩れ現場、
こうれい上屋付多目的
広場や、リノベーショ
ン補助金を活用し移転
したアマゾンラテルナ

（BIKAIの2階）を視察
した。

６月８，９，１０日の３日
間、所管する各課から
事業説明を受け調査を
行った。

１０日には、こうれい
上屋付多目的広場建
設状況や、感染防止の
ため、児童のいない時
間帯に大山西児童クラ
ブの視察を行った。

消防施設の補助金 公有財産の払い下げ 公金運用子育て支援センター

中山清掃センター解体工事の入札

小規模保育所の建設

保健師の活動

国際交流事業

新型コロナウイルス感染対策 税の猶予・減免 令和元年の所得の状況は コロナ対処者の手当

総務課 財務課 会計課こども課

住民課

幼児・学校教育課

福祉介護課

幼児・学校教育課

健康対策課 税務課 税務課 総務課

Q各集落の消防ポンプ・消防器
庫・ホースなどの補助率を変
更するのか。

A現在の補助率は3/4以内であ
るが、1/2以内に変更する。制
度改正から１０年経過したの
で、自主防災組織への優遇措
置を廃止する。

Q町有地、管理地など有効利用
の希望があればどうしている
か。

A令和元年度、水路・道路・保安
林など個人・民間が有効利用
したいと望まれた支障のない
土地について、５件を払い下
げた。

Q基金など公金の安全かつ効
率的運用は。

A一定のルールを定め、安全な
債券などで運用し、ルールに
沿って売却するなどし、適正
な管理および有利な資金運
用をはかっている。

Q年間利用者数の増減が多す
ぎるが。

A子育て支援センターなかやま
７００人減、同なわ１８００人減、
同だいせん１２００人増となっ
た。だいせんは近隣から来や
すいからではないか。

Q指名業者の大半が辞退とは。
なぜか。

A震災や労働者不足の影響のよ
うである。

Q運営方法は。
A５月１８日から設計業務を開始

した。運営について検討して
いるが、人件費が多くかかる。
指定管理も検討している。

　（関連24ページ）

Q新型コロナウイルスで活動が
制限されないか。

A制限されている。接触が問題
であり、電話対応にし、分散型
の勤務体制をとっている。

Q３１０万円すべて減額となって
いるが。

Aテメキュラ市でも新型コロナ
ウイルスの感染者が出ており、
中学生受け入れはむずかしく、
中止させてほしいと連絡がき
た。

Q衛生用品の備蓄状況は。
A衛生用品購入費３３２万円のほ

とんどがマスク代である。本
町は他町より備蓄が少ないこ
とが分かった。

Q新型コロナウイルス対策の税
制措置を知りたい。

A収入が大幅に減少し納付が困
難と認められる場合、各税に
徴収猶予・減免などの特例が
ある。税務課に相談を。

Q町民税が賦課されたが、昨年
の町民の所得状況は。

A前年に比べ農業所得・不動産
所得・営業所得・給与所得が
減少し、年金所得は増加した。
町民税の調定額は約６００万
円の減少だった。

Q新型コロナウイルス感染者に
対処した職員の手当ては。

A患者などに接する職員などに
支給される。日額３～４０００円
で特殊勤務手当の条例変更
が必要である。

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを分担し、より詳細な調査を行っています。
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経済建設 常任委員会

あなたの声を町政に

　　一般質問は、議員の日常活動と
　調査・研究、住民の声や自身の考え方
をもとに、町長や教育長などの方針を
問うものです。

コロナ対策で今議会は、
60分間の制限時間を 40分間としました。
議会だよりでは、スペースの都合上、

質問と答弁が要約してありますので、臨場感ある
本会議上での傍聴をお待ちしています。

12 人が町長・教育長・選挙管理委
員会委員長に一般質問を行いました。

議事録は議会事務局や
議会ホームページで
閲覧できます

ページ 質　問　事　項 質問議員

14

１．「庁内５S（整理、清掃、整頓、清潔、躾）活動」で職場環境と町
民サービスの向上を

２．大山町職員の「スタッフプライド（職員の誇り）」という概念は
あるか

西山　富三郎

15
１．長期欠席児童生徒の支援拡充を 池田　幸恵

１．地域防災について 森本　貴之

16 １．人権問題への取り組みは
２．これからの観光戦略は 吉原　美智恵

17 １．大山町の危機管理について
２．奨学金返還助成制度について 門脇　輝明

18

１．新型コロナウイルス対策、地方地域の実情（実態）把握と今
後の対策について問う 大杖　正彦

１．防火水槽の撤去について 加藤　紀之

19 １．これからの産業振興について
２．町立図書館の活用について 近藤　大介

20 １．新型コロナウイルスの感染症対応がもたらす、町行政の変革は
２．新型コロナウイルス感染症対応がもたらす、学校教育の変革は 野口　昌作

21 １．コロナ対策の拡充で暮らしと生業を守る
２．今こそリフォーム助成制度の復活を 大森　正治

22
１．農耕車限定大型特殊免許について
２．引きこもり対策について
３．特別定額給付金について

大原　広巳

23 １．新型コロナウイルス対策は 米本　隆記

大山旅館組合の皆さんと意見交換

コロナ禍を生き抜く

６月８，９，１０，１１日の
４日間、所管する各課
の事務事業、コロナ対
策の対応状況について
説明を受け調査を行っ
た。

１０日はコロナ禍で
大きな打撃を受けてい
る大山旅館組合と意
見交換を行い、厳しい
経営の現状や今後の
活性化策について話し
合った。

グリーン・ラン・フェス 人・農地プラン 地籍調査

町営住宅

観光課 農業委員会 地籍調査課

建設課

Qどのようなイベントか。
A夏の大山スキー場ゲレンデを

走るランニングイベントで、コ
ロナ対策に配慮し行ってもら
う。

Q実質化に向けた農業委員会
の取り組みは。

A農林水産課と連携しながら７
月に説明会を行う。

Q議会で昨年議決した地籍調査
の早期完了を求める決議に
ついて、取り組み状況は。

A内部で協議を進め、予算確保
の要望を行っている。

Q定住対策として、新たに町営
住宅を建設する計画はない
か。

A市場調査を行い、民間活力を
生かして建設する事業を企画
課で検討している。

大型特殊免許に補助

農林水産課

Q対象者は。
A農作業に必要な大型特殊免

許、けん引免許を取得する町
内の農業者に補助を行う。

　上限は３万円。

道交法を守って安全運転
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池田　幸恵  議員

森本　貴之  議員

フリースクール通所
　　　　　費用の助成を

前向きに考える教育長

５Ｓで町民サービスの向上を

西山　富三郎  議員
労働安全衛生法に
　　　　もとづいている町長

【
西
山
】
自
覚
と
責
任
感
、

愛
着
心
を
ど
う
研
さ
ん
し

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
正
し
い
か
、
公
平・

公
正
、
法
に
の
っ
と
っ
て

い
る
か
を
確
認
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

【
西
山
】
人
口
減
少
社
会

で
高
ま
る
町
の
存
在
感
は
。

【
町
長
】
大
山
町
は
、
山

海
の
恩
恵
、
近
隣
市
町

村
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

子
育
て
面
で
の
充
実
な
ど
、

人
間
ら
し
い
幸
せ
を
感
じ

ら
れ
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

【
西
山
】
町
民
の
町
民
に

よ
る
町
民
の
た
め
の
町
政

の
共
有
は
。

【
町
長
】
地
域
自
主
組
織

が
町
内
10
の
旧
小
学
校

職
員
の
誇
り
と
い
う

　
　
　
　
　
　
概
念
は

町長

公
平・公
正
か
を

　
　
　
確
認
し
進
め
る

【
西
山
】
整
理
、
清
掃
、

整
頓
、
清
潔
、
躾し
つ
け

を
５
Ｓ

と
表
現
し
て
い
る
。
職
場

の
改
善
、
業
務
の
効
率
化
、

コ
ス
ト
削
減
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
は
か
っ
て

い
る
か
。

【
町
長
】
労
働
安
全
衛
生

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

事
故
防
止
の
た
め
の
整
理

整
頓
に
も
と
づ
い
て
行
っ

て
い
る
。

【
教
育
長
】
５
Ｓ
活
動
を

よ
り
成
果
が
出
る
活
動
に

す
る
た
め
知
恵
と
工
夫
を

出
し
合
い
、
評
価
し
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。

【
西
山
】
フ
ロ
ア
の
見
え

る
化
を
は
か
っ
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
教
育
委
員
会

で
は
、
室
ご
と
に
定
例
会

を
持
ち
な
が
ら
、
お
互
い

の
仕
事
の
見
え
る
化
を
は

か
っ
て
い
る
。

【
西
山
】
役
場
は
公
文
書

の
倉
庫
で
あ
る
。
公
文
書

は
町
民
の
財
産
で
あ
る
。

　

情
報
公
開
と
公
文
書

管
理
は
民
主
主
義
の
根
幹

を
支
え
る
両
輪
だ
と
言
わ

れ
る
。

【
町
長
】
町
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
良

い
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。

５Ｓを守ろう

住民に優しく玄関に車椅子

区
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
活
動
を
自
分
た

ち
で
進
め
て
い
る
と
思
う
。

【
西
山
】
現
場
主
義
で
特

筆
さ
れ
る
実
例
は
。

【
町
長
】
庁
舎
内
を
移
動

す
る
時
に
は
、
職
員
に
積

極
的
に
声
か
け
を
す
る
。

日
々
の
職
務
な
ど
で
感
じ

た
こ
と
を
職
員
に
発
信
す

る
。広
報
だ
い
せ
ん
の「
余

白
に
書
か
せ
て
」
な
ど
で

発
信
し
て
い
る
。

町長

防災意識を高める地域活動を

【
森
本
】
防
災
監
採
用
に

つ
い
て
大
切
な
も
の
は
何

だ
と
考
え
る
か
。

【
町
長
】
非
常
時
の
対
応

や
助
言
が
大
切
だ
。
行

政
の
備
え
、
地
域
の
備
え
、

そ
こ
を
促
進
し
て
い
く
の

が
防
災
監
の
役
割
だ
。

　
早
く
防
災
監
が
採
用
で

き
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
す

る
。

【
森
本
】
防
災
に
お
け
る

地
域
力
と
は
。

【
教
育
長
】
自
分
た
ち
の

生
命
・
財
産
を
自
身
で
守

る
気
持
ち
や
団
結
力
だ
と

考
え
る
。

　
防
災
教
育
は
、
年
２
回

以
上
の
避
難
訓
練
や
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
学

習
な
ど
、
意
識
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。

【
森
本
】
本
町
の
遅
れ
て

い
る
防
災
対
策
は
。

【
町
長
】
家
屋
の
耐
震
化
、

支
え
愛
マ
ッ
プ
作
り
が
遅

れ
て
い
る
。

【
森
本
】
家
屋
の
耐
震
化

を
ど
う
進
め
る
か
。

【
町
長
】
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
な
い
も
の
に
つ
い

て
、
県
あ
る
い
は
町
の
補

助
金
を
使
い
耐
震
化
を
進

め
る
。

【
森
本
】
支
え
愛
マ
ッ
プ

作
り
を
ど
う
進
め
る
か
。

【
町
長
】
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
と
協
力
す
る
。

遅れている防災対策は
家屋の耐震化と
　　　支え愛マップ作りだ

【
池
田
】
町
内
の
長
期
欠

席
児
童
が
、「
寺
子
屋
」

以
外
へ
通
う
民
間
教
育
施

設
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
対

す
る
考
え
は
。

【
教
育
長
】
自
分
に
合
っ

た
環
境
を
見
つ
け
て
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
場

所
と
し
て
の
存
在
は
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

【
池
田
】
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
と
の
連
携
は
。

【
教
育
長
】
情
報
共
有
は

随
時
行
っ
て
い
る
。

【
池
田
】
義
務
教
育
期
間

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
通
所

費
用
を
助
成
す
る
考
え
は
。

【
教
育
長
】
県
の
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
前
向
き
に

考
え
て
い
く
。

【
池
田
】
県
の
事
業
に
は

所
得
制
限
が
あ
り
、
助
成

対
象
外
の
世
帯
が
で
き
る
。

　
町
独
自
の
施
策
を
取
り

入
れ
通
所
費
用
無
償
化
の

考
え
は
。

【
町
長
】
私
立
中
学
や
高

校
な
ど
に
通
う
生
徒
と
の

公
平
性
に
問
題
が
あ
る
。

【
池
田
】
そ
れ
へ
の
助
成

制
度
は
県
に
す
で
に
あ
る
。

長
期
欠
席
児
童
生
徒
同

様
に
保
護
者
も
日
々
悩
み
、

先
の
見
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
少
し
で
も
経
済
的
負

担
な
く
通
え
る
場
を
選
択

で
き
る
環
境
が
必
要
で
は
。

【
町
長
】
引
き
続
き
考
え

た
い
。

４月から始まっていた事業
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コロナ禍での
　　人権問題の取り組みは

吉原　美智恵  議員状況をみながら推進する町長
門脇　輝明  議員

要配慮者への支援は

【
吉
原
】
本
町
の
観
光
は

コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
観
光
は
裾
野
の
広
い
産

業
で
、
農
林
水
産
業
や
商

業
の
活
性
化
、
町
民
の
雇

用
に
も
影
響
が
大
き
い
。

　
大
き
な
行
事
の
中
止
が

相
次
ぐ
な
か
、
観
光
課
は

大
山
観
光
局
と
知
恵
を
出

し
合
い
、
町
内
の
地
産
地

消
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
観

光
戦
略
が
必
要
で
は
な
い

か
。

【
町
長
】
本
町
は
、
い
ろ

い
ろ
な
産
業
が
大
山
の
恵

み
を
受
け
て
お
り
、
魅
力

あ
る
施
設
運
営
や
体
験

型
商
品
の
充
実
を
は
か
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
み
に
頼
ら
な

い
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

こ
れ
か
ら
の
観
光
戦
略
は

町長

体
験
ツ
ア
ー
の

　
　
　
充
実
を
は
か
る

【
吉
原
】
今
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
へ
の

嫌
が
ら
せ
、
医
療
従
事
者

へ
の
偏
見
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
や
不
公
正
が
噴

出
し
て
お
り
、
人
権
問
題

へ
の
取
り
組
み
も
重
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
学
校

現
場
で
の
人
権
学
習
の
取

り
組
み
は
。

【
町
長
】
本
町
で
長
年
取

り
組
ん
で
き
た
小
地
域
懇

談
会
な
ど
で
培
っ
た
人
権

意
識
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　
被
害
者
に
対
す
る
相
談

窓
口
も
設
け
て
い
る
。

【
教
育
長
】
新
聞
や
ニュ
ー

ス
記
事
を
取
り
上
げ
、
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
考
え

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

【
吉
原
】
今
の
状
況
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差

別
と
よ
く
似
て
い
る
。
原

始
時
代
に
は
部
落
差
別
も

な
か
っ
た
は
ず
で
、
人
の

嫌
が
る
仕
事
や
、
特
別
な

能
力
を
持
っ
た
人
達
が
社

会
と
分
断
さ
れ
、
差
別
が

生
ま
れ
た
。
私
た
ち
日
本

人
も
外
国
で
は
差
別
さ
れ

る
事
例
も
あ
る
。今
こ
そ
、

自
分
の
問
題
と
し
て
、
積

極
的
に
人
権
啓
発
す
べ
き

で
は
。

【
町
長
】
状
況
を
み
な
が

ら
推
進
す
る
。

人権問題の中心的役割を担っています

後醍醐天皇お腰かけの岩

【
吉
原
】
町
民
対
象
の
宿

泊
無
料
の
取
り
組
み
が
九

月
末
ま
で
と
し
て
始
ま
る

よ
う
だ
が
、
一
緒
に
考
え

て
い
る
体
験
ツ
ア
ー
も
大

事
だ
。

　
町
内
に
は
、
た
く
さ
ん

の
文
化
財
も
あ
り
、
昼
の

食
事
の
店
も
充
実
し
て
い

る
が
、
あ
ら
た
め
て
町
民

が
我
が
町
を
知
り
、
町
内

に
お
金
を
落
と
す
良
い
機

会
に
な
る
と
思
う
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
し
、
消
費
を
き
っ
か

け
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
検
討
し
て
い
る
。

必要に応じ資材も配布する町長

【
門
脇
】
コ
ロ
ナ
不
況
と

も
い
わ
れ
、
雇
用
情
勢
の

厳
し
い
な
か
、
就
職
を
め

ざ
す
青
年
や
、
家
族
の
不

安
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

　
こ
の
制
度
は
大
山
町
を

拠
点
に
生
活
を
考
え
る
青

年
や
家
族
、
受
け
入
れ
る

地
域
産
業
に
と
っ
て
、
将

来
へ
の
希
望
の
一
灯
だ
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
実
施

す
べ
き
だ
が
、
制
度
設
計

の
現
状
と
町
長
の
決
意
は
。

【
町
長
】
町
内
企
業
の
雇

用
確
保
に
も
つ
な
が
る
制

度
を
検
討
し
て
い
る
。

　

経
済
動
向
を
ふ
ま
え
、

町
内
企
業
の
意
向
も
確
認

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

【
教
育
長
】
奨
学
金
制
度

は
町
長
部
局
が
担
当
し
て

い
る
。 奨

学
金
返
還
助
成
の

　
　
　
　
　
施
行
時
期
は

町長

制
度
は
今
年
度
中
に

　
　
　
　
　
ま
と
め
た
い

【
門
脇
】「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
等
行
動
計

画
」
の
要
配
慮
者
数
は
。

【
町
長
】
約
２
０
０
人
だ
。

【
門
脇
】
対
象
者
に
必
要

な
資
器
材
の
備
蓄
数
、
生

活
必
需
品
な
ど
の
確
保
や

配
分
、
配
布
の
具
体
的
手

続
き
は
。

【
町
長
】
備
蓄
は
医
療
機

関
な
ど
の
感
染
対
策
用
マ

ス
ク
１
万
９
５
０
枚
ほ
か

ゴ
ム
手
袋
、
防
護
服
な
ど

だ
。
必
要
に
応
じ
要
配
慮

者
へ
も
配
布
す
る
。
生
活

必
需
品
な
ど
は
県
な
ど
と

連
携
し
て
確
保
し
、
必
要

に
応
じ
て
支
援
す
る
。

【
門
脇
】
町
民
と
の
情
報

共
有
は
。

【
町
長
】
対
策
会
議
、
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
行
動

計
画
に
も
と
づ
き
感
染
症

対
策
を
行
い
、
町
報
、
防

災
無
線
な
ど
で
情
報
共
有

を
は
か
っ
た
。

【
門
脇
】
避
難
所
の
コ
ロ

ナ
対
応
の
準
備
は
。

【
町
長
】
今
回
は
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
か
や
ま
、

同
だ
い
せ
ん
は
使
用
し
な

い
。
中
山
、
大
山
公
民
館
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
に
開

設
の
予
定
だ
。

　

基
本
は
距
離
を
置
く

こ
と
。
受
け
付
け
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
は
考
え
る
が
、

避
難
所
全
体
に
は
難
し
い
。

避難所の備えは大丈夫か

町の未来を担う青年に応援を

　
こ
の
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
選
択
肢
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

【
門
脇
】
問
題
は
時
期
だ
。

　
令
和
２
年
度
中
に
何
と

か
し
た
い
と
い
う
決
意
は

変
わ
り
な
い
か
。

【
町
長
】
具
体
的
に
い
つ

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

か
は
不
確
実
だ
が
、
制
度

は
今
年
度
中
に
ま
と
め
た

い
。
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近藤　大介  議員

商工業の経営革新に支援は

商工会と連携していく町長

【
近
藤
】
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
の
制
度
を
導
入
し
、

本
の
修
理
や
書
架
の
整

理
、
図
書
館
主
催
事
業
へ

の
参
画
な
ど
、
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
図
書
館
運
営

に
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。

　

図
書
館
の
利
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
本
町
で

も
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
っ
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
今
後
の
図
書

館
運
営
に
必
要
な
制
度
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
中

に
準
備
を
進
め
、
来
年
度

に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
を

し
て
運
用
を
開
始
し
た
い
。

【
近
藤
】
図
書
館
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
喫
茶
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
や
、
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
も
必

図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
制
度
の
導
入
は

教育長

来
年
度
に
運
用
を
開
始
す
る

【
近
藤
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

経
済
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
変
化
に
適
切

に
対
応
し
た
産
業
振
興
策

が
必
要
で
あ
る
。

　
企
業
誘
致
の
た
め
、
新

た
に
工
業
団
地
を
整
備
す

る
考
え
は
。

【
町
長
】
現
在
、
事
業
者

に
対
し
、
す
ぐ
に
紹
介
で

き
る
工
業
用
地
が
な
い
状

況
で
あ
る
。
新
た
な
工
業

団
地
の
整
備
は
、
首
都
圏

な
ど
か
ら
地
方
へ
の
進
出

動
向
な
ど
を
見
な
が
ら
計

画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

【
近
藤
】
町
内
事
業
者
の

経
営
革
新
を
支
援
し
て
い

く
た
め
の
施
策
は
。

【
町
長
】
販
路
拡
大
支
援

補
助
金
な
ど
活
用
し
て
ほ

し
い
。
商
工
会
と
も
連
携

し
て
い
く
。

【
近
藤
】
地
域
産
業
を
振

興
し
て
い
く
た
め
に
マ
ン

パ
ワ
ー
の
拡
充
が
不
可
欠

で
あ
る
。
人
材
確
保
に
必

要
な
移
住
定
住
施
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
第
２
期
総
合
戦

略
に
空
き
家
の
活
用
を
上

げ
て
い
る
。
移
住
や
定
住

に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り

組
み
の
推
進
に
、
関
心
を

持
っ
て
情
報
収
集
に
当
た

り
た
い
。

町内に新たな工業団地はない

なかやま温泉となりの町立図書館

要
で
は
な
い
か
。

　
町
民
が
図
書
館
に
行
き

た
く
な
る
よ
う
な
空
間
づ

く
り
の
考
え
は
。

【
教
育
長
】
全
国
的
に
図

書
館
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
が
さ
ま
ざ
ま
に
行

わ
れ
て
い
る
。
現
施
設
で

ス
ペ
ー
ス
を
新
た
に
設
け

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、

工
夫
し
て
で
き
る
範
囲
で

取
り
組
み
た
い
。

町長

防火水槽の標識（イメージ写真）

【
加
藤
】
購
入
し
た
土
地

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
火

水
槽
を
撤
去
し
て
ほ
し
い

が
話
が
進
ま
な
い
、
と
の

相
談
を
受
け
た
。

　
そ
の
土
地
に
は
、
購
入

前
か
ら
防
火
水
槽
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
知
ら
ず
に

購
入
さ
れ
た
。
町
に
相
談

し
た
が
、
撤
去
は
む
ず
か

し
い
と
言
わ
れ
困
っ
て
い

る
と
い
う
内
容
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
、
集
落
の
合
意
が
な
い

と
撤
去
で
き
な
い
の
か
。

【
町
長
】
公
設
の
防
火
水

槽
は
集
落
か
ら
の
要
望
で

設
置
し
、
一
部
費
用
負
担

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
火
災
が
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
の
で
、
集
落

と
土
地
所
有
者
の
意
見
を

聞
き
撤
去
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
新
設
を
し
た
い
。

【
加
藤
】
土
地
の
前
所
有

者
と
の
間
に
土
地
の
使
用

貸
借
契
約
は
結
ば
れ
て
い

た
よ
う
だ
が
、
新
た
な
所

有
者
と
の
間
で
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
現
在
の
所
有
者

と
使
用
貸
借
契
約
は
結
ん

で
い
な
い
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
や
所
有

者
の
意
向
に
寄
り
添
っ
た

対
応
は
し
て
い
き
た
い
。

加藤　紀之  議員

防火水槽の撤去に
　　　集落合意は必要か

集落の意見を聞き
　　　　　撤去を検討する

大杖　正彦  議員

町独自の支援計画は
新生児に
　　特別給付金を検討する町長

【
大
杖
】
緊
急
事
態
宣
言

の
影
響
を
受
け
た
地
域
住

民
に
、
町
の
独
自
策
で
支

援
す
る
こ
と
が
自
治
体
と

し
て
の
責
務
と
考
え
る
。

　
町
独
自
の
支
援
計
画
は

あ
る
か
。

【
町
長
】
本
町
で
は
特
別

定
額
給
付
金
の
基
準
日

４
月
27
日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

「
基
準
日
後
出
生
児
へ
の

特
別
給
付
金
」
を
検
討
中

で
あ
る
。

【
教
育
長
】
感
染
防
止
対

策
に
よ
り
社
会
経
済
が
大

き
く
変
化
し
、
児
童
生
徒

の
家
庭
に
及
ぼ
す
影
響
を

懸
念
す
る
。

　

関
係
機
関
と
連
携
を

強
化
し
現
状
把
握
に
努
め
、

必
要
に
応
じ
て
就
学
援
助

費
な
ど
の
支
援
に
つ
な
げ

た
い
。

【
大
杖
】
自
主
組
織
で
は
、

コ
ロ
ナ
問
題
で
身
動
き
が

取
れ
ず
困
っ
て
い
る
本
町

出
身
の
学
生
さ
ん
を
元
気

づ
け
る
た
め
に
何
か
支
援

で
き
な
い
か
、
議
論
し
て

い
る
。

　
町
が
協
力
す
る
考
え
は
。

【
町
長
】
地
域
自
主
組
織

の
取
り
組
み
に
協
力
で
き

る
と
こ
ろ
は
協
力
し
た
い
。

　
国
、
大
学
別
に
支
援
も

あ
り
、
町
と
し
て
は
地
元

の
特
産
品
を
送
る
な
ど
現

状
を
把
握
し
進
め
た
い
。生徒たちには学校が一番
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野口　昌作  議員

テレビ会議など情報化は

住民の生活向上に大切である町長

【
野
口
昌
】
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
取
り
組
み

は
。

【
教
育
長
】
構
想
は
人
工

知
能
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
化

に
と
も
な
い
、
未
来
の
新

し
い
社
会
に
対
応
で
き
る

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
ね

ら
っ
た
も
の
。　
　

　
文
科
省
は
数
年
か
け
て

取
り
組
む
と
表
明
し
て
い

た
が
、
非
常
に
短
期
間
で

の
導
入
と
な
っ
た
。

【
野
口
昌
】
導
入
の
問
題

点
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
大
き

さ
は
。

【
教
育
長
】
問
題
点
と
し

て
１
人
１
台
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
取
り
扱
い
、
教
職
員

の
早
急
な
研
修
、
持
ち

帰
っ
て
家
庭
で
学
習
す
る

場
合
の
通
信
環
境
の
問
題

学
校
で
の
情
報
通
信
の

　
　
　
　
　
　
ね
ら
い
は

教育長

未
来
社
会
に

　
　
対
応
で
き
る
子
ど
も
を

【
野
口
昌
】
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
が
も
た
ら
し
た
仕
事

改
革
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
は
国
も
宣
言
し
て
い

る
。

　
本
町
の
計
画
は
。

【
町
長
】
シ
ン
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
シ
ス
テ
ム
環
境
の
整

備
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

安
定
供
給
を
め
ざ
す
も
の

で
、
感
染
症
の
ま
ん
延
時

な
ど
に
は
職
員
が
在
宅
勤

務
を
行
い
業
務
の
停
滞
を

最
小
限
に
抑
え
る
。

【
野
口
昌
】
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
。

【
町
長
】
３
密
を
回
避
し

感
染
症
予
防
や
大
規
模
災

害
時
に
、
本
庁
支
所
の
拠

点
間
で
情
報
共
有
に
役
立

つ
。
最
近
県
で
も
参
加
し

や
す
い
こ
と
か
ら
、
テ
レ

ビ
会
議
が
開
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

【
野
口
昌
】
情
報
化
社
会

に
向
け
た
行
政
の
構
想
は
。

【
町
長
】
住
民
が
情
報
や

生
活
が
よ
り
便
利
に
な
る

よ
う
取
り
組
む
。

デジタル化で仕事改革

学習に使いやすいタブレット（手前）

な
ど
が
あ
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
大
き
さ

は
今
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

よ
り
薄
く
て
軽
く
丈
夫
で

あ
る
。

大森　正治  議員

新型コロナ対策の拡充を
学生への支援は
　　　　必要に応じて町長

【
大
森
】
不
況
下
で
の
消

費
税
10
％
の
強
行
と
新
型

コ
ロ
ナ
危
機
で
、
経
済
は

悪
化
の
一
途
で
あ
る
。

　
事
業
所
の
倒
産
や
廃
業

を
防
止
す
る
た
め
に
コ
ロ

ナ
対
策
が
進
行
中
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
、
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
復
活
し
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も

つ
な
げ
た
ら
ど
う
か
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
の
対
象
を

住
宅
だ
け
で
な
く
店
舗
も

加
え
、
住
宅
・
店
舗
の
環

境
整
備
、
町
内
業
者
・
町

内
経
済
の
活
性
化
を
は

か
っ
た
ら
ど
う
か
。

【
町
長
】
地
域
経
済
の
活

性
化
が
必
要
と
考
え
る
。

　
今
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
一

環
と
し
て
、
商
工
振
興
に

向
け
た
買
い
物
な
ど
が
で

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
復
活
を

町長

新
た
な
制
度
を

　
　
　
検
討
し
て
い
る

【
大
森
】
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
た
め
の
自
粛
要

請
に
よ
る
影
響
が
宿
泊

業
、
飲
食
業
、
農
水
産
業
、

学
校
教
育
な
ど
に
出
て
い

る
。
町
民
の
暮
ら
し
と
仕

事
を
守
る
た
め
、
自
粛
に

対
す
る
国
の
補
償
の
不
十

分
さ
を
補
う
対
策
や
そ
の

継
続
が
必
要
で
あ
る
。

　
１
人
10
万
円
の
特
別
定

額
給
付
金
の
未
申
請
者
へ

の
対
応
は
。

【
町
長
】
再
度
の
案
内
文

書
や
防
災
無
線
な
ど
で
周

知
す
る
。
ま
た
、
訪
問
し

て
個
別
対
応
も
す
る
。

【
大
森
】
休
校
が
小
中
学

生
に
与
え
た
影
響
と
回
復

す
る
た
め
の
手
立
て
は
。

【
教
育
長
】
学
習
の
遅
れ

が
あ
る
が
、
夏
休
み
の
短

縮
や
放
課
後
学
習
な
ど
で

取
り
戻
す
。

【
大
森
】
就
学
援
助
の
利

用
者
へ
の
支
援
は
。

【
教
育
長
】
学
校
給
食
費

相
当
分
を
７
月
に
支
給
す

る
。

　
就
学
援
助
の
申
請
は
年

度
中
途
で
も
受
け
付
け
る
。

【
大
森
】
困
窮
し
て
い
る

町
内
出
身
の
学
生
へ
の
支

援
は
。

【
町
長
】
国
の
支
援
策
が

あ
る
。
町
と
し
て
も
必
要

に
応
じ
て
支
援
す
る
。

役場窓口のコロナ対策

リフォーム助成で地域経済の活性化を

き
る
券
の
制
度
創
設
を
検

討
し
て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー

ム
関
係
を
含
む
幅
広
い
業

種
へ
の
支
援
を
は
か
り
た

い
。

【
大
森
】
具
体
的
な
内
容

が
あ
る
か
。

【
町
長
】
以
前
の
よ
う
な

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で
は
な

い
。お
買
い
物
券
の
事
業

に
よ
っ
て
、コ
ロ
ナ
対
策
が

十
分
行
き
届
い
て
な
い
小

規
模
な
建
築
業
者
に
も
支

援
が
い
く
よ
う
に
し
た
い
。
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町民の生活支援は

米本　隆記  議員 大原　広巳  議員

大型農耕車の
　　　公道走行に支援を

補助事業などで対応する町長幅広く行き渡るよう考える町長

【
米
本
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
住
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
声
な
き
弱
者
は
切
り
捨

て
か
。
特
に
第
一
次
産
業

や
高
齢
者
は
ど
う
支
援
す

る
の
か
。

【
町
長
】
全
産
業
ご
と
に

支
援
す
る
の
は
む
ず
か
し

い
。
大
枠
で
支
援
を
し
、

足
り
な
い
場
合
に
は
追
加

の
策
を
幅
広
く
行
き
渡
る

よ
う
に
す
る
。

　
高
齢
の
独
居
者
に
は
商

品
券
の
上
乗
せ
を
考
え
て

い
る
。

【
米
本
】
本
町
に
お
け
る

災
害
時
の
避
難
場
所
と
そ

の
対
策
は
。

【
町
長
】
避
難
場
所
の
数

は
関
係
部
署
と
協
議
を
し

て
決
め
る
。

【
米
本
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し

た
時
は
。

【
町
長
】
情
報
提
供
を
し
、

感
染
予
防
の
啓
発
や
電
話

相
談
に
対
応
す
る
。

【
米
本
】
学
校
の
教
育
活

動
の
進
め
方
は
。

【
教
育
長
】
今
年
度
中
に

必
ず
終
わ
る
よ
う
、
時
間

を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

指
示
し
て
い
る
。

【
米
本
】
選
挙
が
あ
っ
た

場
合
、
選
挙
関
連
事
項
の

進
め
方
は
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
】
密
に
な
ら
な
い
よ
う

に
期
日
前
投
票
所
を
増
設

し
利
用
を
促
す
。

作物を作っても・・・

【
大
原
】
農
耕
車
限
定
免

許
が
必
要
と
な
っ
た
が
、

対
象
と
取
得
方
法
は
。

【
町
長
】
ト
ラ
ク
タ
ー
と

農
作
業
機
の
全
長
４・７

㍍
、幅
１・７
㍍
、高
さ
２・

０
㍍
を
超
え
る
農
耕
車
で

公
道
を
走
行
す
る
場
合
に

必
要
で
あ
る
。

　

自
動
車
学
校
で
10
～

12
万
円
程
度
、
運
転
免
許

試
験
場
で
７
０
０
０
円
程

度
費
用
が
必
要
で
、
い
ず

れ
も
限
定
免
許
で
は
な
い
。

　
限
定
免
許
は
農
業
大
学

校
で
の
み
の
取
得
と
な
る
。

【
大
原
】
予
約
制
で
、
取

得
に
は
時
間
が
か
か
る
見

通
し
だ
が
、
町
で
の
対
応

は
。
地
域
で
集
団
取
得
講

習
会
が
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
補
助
事
業
と
し

て
、
免
許
取
得
の
み
が

５
０
０
０
円
、
講
習
を
受

け
て
取
得
が
最
大
３
万
円

と
し
て
い
る
。
対
象
者
の

条
件
は
特
に
な
く
、
本
年

４
月
26
日
以
降
に
取
得
さ

れ
た
人
で
あ
る
。
県
に
支

援
の
要
望
を
検
討
し
た
い
。

プレミアム付き
　　　商品券の検討を

商品券を一律に配布する

【
大
原
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
、
引
き

こ
も
り
の
相
談
業
務
に
影

響
は
な
い
か
。

【
町
長
】
保
健
師
の
個
別

相
談
や
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
心
の
健
康
相
談
な
ど
、

感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

予
定
ど
お
り
実
施
し
て
い

る
。 ひ

き
こ
も
り
対
策
は

充
実
さ
せ
て
い
く

【
大
原
】
新
学
期
早
々
に
、

小
中
学
校
が
閉
校
と
な
っ

た
が
、
新
入
生
な
ど
に
不

登
校
な
ど
、
影
響
が
出
て

い
な
い
か
。

【
町
長
】
現
在
、
感
染
症

に
関
連
し
た
い
じ
め
、
虐

待
な
ど
の
報
告
は
な
い
が
、

必
要
に
応
じ
て
、
指
導
主

事
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
派
遣
す
る
。

商品券で飲食店を支援

賑やかな学校に戻るために

【
大
原
】
感
染
症
対
策
が
続

き
、
地
域
経
済
が
停
滞
し
て

い
る
。
特
別
定
額
給
付
金

16
億
円
を
活
用
し
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
時
期
が
遅
く
な
っ

て
い
な
い
か
。

【
町
長
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
は
、
世
帯
に
よ
る
収
入

の
差
で
、
格
差
が
生
じ
る
。

　
今
回
は
、
町
民
に
一
律
に

地
域
で
使
え
る
商
品
券
を
配

布
し
、
経
済
活
性
化
を
促
す
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
、
感
染

症
で
外
出
自
粛
の
影
響
も
あ

り
、
今
回
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
で
き
る
だ
け
早
く

事
業
を
推
進
し
た
い
。

教育長

町長

1. 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた大山町内の事業者に対して、１事業所１０万円給付。
2. 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた大山における宿泊業を営む事業者に対して１事業所
１００万円給付。

3.「持続化給付金」等の補助金申請支援に商工会という名前が出ており、現在の事務にさらにとい
うことになれば、圧倒的にマンパワーが足りません。人的支援をお願いします。

５月１日臨時会で大山町商工会
から出された新型コロナ対策
の陳情は全会一致で可決した。

陳情（抜粋）
　大山の宿泊業においては毎月の経
費も大きく、今年の雪不足に加え、５
月の連休においても休業を余儀なくさ
れ、瀕死の状態に追い込まれています。
　地域経済を支えている事業者の存
続は町の発展に欠く事が出来ません。
　事業の継続を下支えし、再起の糧と
していただきたく、事業全般に広く使
える給付金の支給を要望します。

緊急陳情
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臨
時

4月

会

大山支所南側の建設予定地

きゃらぼく保育園の未満児クラス

　
４
月
23
日
の
臨
時
会
で
、
新
た
な
小
規
模
保
育
所
の
整

備
費
用
を
含
む
補
正
予
算
な
ど
、
７
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。
町
役
場
大
山
支
所
の
南
側
に
定
員
19
人
の
小
規
模
保

育
所
（
令
和
３
年
春
開
所
見
込
み
）
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
大
山
き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園
で
は
定
員
を
超
え
る
児
童
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
３
歳
未
満
児
ク
ラ
ス
の
過

密
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続
く
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
慎
重
な
意
見
も
あ
り
、
新
た
な
保
育
所
の
整
備
に

つ
い
て
議
論
が
分
か
れ
ま
し
た
。

小
規
模
保
育
所
の
新
設
で
賛
否

質  疑

討
　
論

【
反
対
…
野
口
俊
議
員
】３
町
合
併
の
経
緯
の
な
か
で

保
育
所
は
削
減・統
廃
合
し
、拠
点
保
育
所
の
定
員
規

模
を
将
来
を
見
越
し
て
設
計
し
て
き
た
。き
ゃ
ら
ぼ
く

保
育
園
の
定
員
は
１
８
０
人
で
最
大
２
１
６
人
ま
で
受

け
入
れ
可
能
だ
が
、今
年
度
は
１
９
８
人
の
入
所
だ
。

　

町
内
全
体
の
入
所
希
望
者
数
は
、４
年
後
に
は

１
０
０
人
も
減
る
推
計
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、指
定

管
理
で
の
運
営
に
も
賛
成
で
き
な
い
。

【
賛
成
…
門
脇
議
員
】子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
教
育・保

育
と
い
う
の
は
、人
生
の
基
礎
と
な
る
部
分
で
、い
わ

ば
そ
の
子
ら
の
将
来
へ
の
投
資
だ
。

　
投
資
と
い
う
負
担
が
将
来
の
ツ
ケ
と
な
っ
て
も
、子

ど
も
た
ち
の
た
め
、現
状
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
反
対
…
加
藤
議
員
】保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
明
ら

か
だ
が
、保
護
者
が
町
の
保
育
に
望
ん
で
い
る
の
は
、

保
育
時
間
の
延
長
や
病
児・病
後
児
保
育
で
、保
育
園

の
狭
さ
な
ど
で
は
な
い
。

　
質
疑
で
、専
有
面
積
が
ど
う
変
わ
る
か
や
財
政
的
な

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
い
た
が
、明
確
に
答
弁
は
な

か
っ
た
。ず
さ
ん
な
計
画
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

【
賛
成
…
西
山
議
員
】子
ど
も
た
ち
に
最
善
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
、行
政
の
使
命
だ
。

　
人
口
減
少
対
策
に
な
り
、働
き
た
い
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
に
も
合
致
す
る
。

【
反
対
…
池
田
議
員
】設
計
図
を
見
る
と
死
角
が
あ
る

と
か
、出
産
す
る
女
性
の
対
象
年
齢
で
あ
る
と
か
、提

示
さ
れ
た
資
料
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
移
住
者
が
増
え
続
け
る
わ
け
で
も
な
い
な
か
、小
規

模
保
育
所
が
必
要
な
の
か
、ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
将

来
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
賛
成
…
野
口
昌
議
員
】米
子
市
へ
通
勤
す
る
保
護
者

が
多
く
、大
山
イ
ン
タ
ー
が
近
い
こ
の
地
区
の
保
育
所

は
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

【
賛
成
…
西
尾
議
員
】国
か
ら
の
補
助
が
あ
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、保
育
所
を
整
備
し
転
入
者
の
増
加
に
備
え
て

お
く
べ
き
だ
。

【
賛
成
…
大
森
議
員
】将
来
的
に
無
駄
な
施
設
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
懸
念
は
、転
用
が
10
年
後
に
は
可
能
だ

と
い
う
こ
と
で
払
拭
さ
れ
た
。

　
過
密
状
態
を
解
消
し
、質
の
高
い
保
育
を
保
証
す
べ

き
と
考
え
る
。

【
賛
成
…
米
本
議
員
】運
営
費
も
国
の
補
助
対
象
で
、

き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園
の
運
営
費
と
差
し
引
き
で
は
町

負
担
が
減
る
。

定
員
と
校
区
外
か
ら
の
入
所

近
年
の
入
所
数
と
出
生
数
の
推
移

入
所
見
込
み
の
ピ
ー
ク
と
運
営

保
育
所
費
の
推
移

目
的
外
使
用
は
可
能
に
な
る
か

将
来
の
撤
去
費
用

【
野
口
俊
議
員
】き
ゃ

ら
ぼ
く
保
育
園
の
３

歳
未
満
児
の
定
員
と
、

現
在
の
入
所
数
は
何

人
か
。

　
ま
た
、校
区
外
か
ら

の
入
所
は
何
人
か
。

【
幼
児
学
校
教
育
課
長
】

未
満
児
の
定
員
は
60

人
で
、令
和
２
年
度
は

77
人
が
入
所
予
定
で

あ
る
。

　
校
区
外
は
、き
ゃ
ら

ぼ
く
保
育
園
全
体
で

18
人
と
な
る
。

【
池
田
議
員
】近
年
、き
ゃ

ら
ぼ
く
保
育
園
に
入
所

し
た
児
童
数
は
未
満
児

で
何
人
か
。

　
ま
た
、出
生
数
は
ど
う

か
。

【
幼
児
学
校
教
育
課
長
】

平
成
30
年
度
が
77
人
、令

和
元
年
度
が
79
人
、令
和

２
年
度
が
77
人
と
な
っ
て

い
る
。

　
出
生
数
は
、平
成
30
年

度
が
80
人
、令
和
元
年
度

が
81
人
で
あ
る
。

転
入
希
望
者
の
声

【
森
本
議
員
】人
口
減
少

対
策
を
推
進
す
る
う
え
で
、

転
入
希
望
者
の
望
む
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

い
う
が
、転
入
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
は
ど
う
だ
っ
た
か
。 【

幼
児
学
校
教
育
課
長
】

き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園
の
状

況
か
ら
推
測
す
る
と
、こ

の
地
区
は
通
勤
に
便
利

で
多
く
の
需
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

【
近
藤
議
員
】令
和
６
年

度
の
保
育
所
費
と
今
年
度

分
、そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

　
ま
た
、大
山
西
小
校
区

の
出
生
数
は
何
人
か
。

【
幼
児
学
校
教
育
課
長
】

今
年
度
の
保
育
所
費
は

総
額
４
億
７
０
０
０
万

円
で
、令
和
６
年
度
は

６
億
１
０
０
０
万
円
の
見

込
み
で
あ
る
。

　

令
和
元
年
度
の
西
小

校
区
で
の
出
生
数
は
24

人
で
あ
る
。

現
場
や
保
護
者
の
声

【
吉
原
議
員
】現
場
で
働

く
保
育
士
や
保
護
者
か

ら
の
声
が
届
い
て
い
な
い

か
。

【
教
育
長
】保
育
士
は
疲

れ
切
っ
て
い
る
。保
育
の

質
の
確
保
を
む
ず
か
し

く
し
て
い
る
。

【
門
脇
議
員
】将
来
、撤
去

す
る
際
に
も
費
用
は
か

か
る
。ど
の
く
ら
い
か
か

る
の
か
。

【
幼
児
学
校
教
育
課
長
】

現
段
階
で
は
撤
去
の
想

定
が
な
く
、費
用
の
積
算

は
し
て
い
な
い
。

【
加
藤
議
員
】資
料
の
推

計
で
は
、入
所
見
込
み
数

は
４
年
後
に
は
町
全
体

で
１
０
０
人
も
減
る
よ

う
だ
が
。

　
ま
た
、運
営
は
町
直
営

か
、外
部
委
託
か
。

【
町
長
】人
口
減
少
対
策

を
進
め
て
お
り
、推
計
通

り
に
は
な
ら
な
い
。

　
運
営
は
、財
政
効
率
も

考
え
な
が
ら
協
議
を
し

て
い
く
。

【
西
尾
議
員
】将
来
、児
童

数
が
減
っ
て
小
規
模
保
育

所
の
必
要
性
が
な
く
な
っ

た
時
に
、目
的
外
に
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
。

【
町
長
】国
庫
補
助
は
、10

年
経
て
ば
目
的
外
に
使

用
し
て
も
返
還
の
必
要

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
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誘客につなげ観光客を取り戻したい

果樹への影響が懸念される

　
５
月
１
日
、
14
日
、
29
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
と
も
な
う
関
連
予
算
な
ど
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
１
日
の
臨
時
会
の
主
な
事
業
は
、
国
が
国
民
１
人
あ
た

り
10
万
円
を
支
給
す
る
特
別
定
額
給
付
金
の
実
施
費
用
で

す
。
ま
た
、
商
工
会
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
対
す
る
緊
急
支
援
の
陳
情
を
全
会
一
致
で
採
択
し

ま
し
た
。（
関
連
23
ペ
ー
ジ
）

　
14
日
の
臨
時
会
で
は
、
１
日
の
陳
情
を
受
け
た
支
援
策

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
自
粛
な

ど
で
大
き
な
影
響
を
被
っ
た
宿
泊
事
業
者
向
け
の
補
助
、

国
の
持
続
化
給
付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
減
収
割
合
の
低

い
事
業
者
向
け
の
補
助
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
29
日
の
臨
時
会
の
主
な
事
業
は
、
町
内
の
宿
泊
施
設
を

利
用
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
造
成
、
事
業
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
や
感
染
拡
大
防
止
に
要
す
る
経
費

に
対
す
る
補
助
、
納
入
先
の
休
業
な
ど
に
よ
り
影
響
が
あ

る
牛
肉
・
猪
肉
・
水
産
資
源
を
学
校
給
食
な
ど
で
活
用
す

る
支
援
策
な
ど
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
を
続
々
可
決

質  

疑

給
付
の
日
程

施
設
な
ど
の
子
ど
も
へ
の
配
慮

町
内
で
の
消
費
喚
起

町
民
に
限
定
す
る
意
図

無
料
に
す
る
理
由

支
援
の
対
象

支
援
額

今
後
の
支
援
策

特
別
定
額
給
付
金

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
宿
泊
施
設
を
支
援

事
業
者
の
経
営
継
続
を
支
援

テ
レ
ビ
会
議

各
種
支
援
策
の
広
報

臨
時

5月

会
【
森
本
議
員
】全
国
民
に

10
万
円
ず
つ
が
配
ら
れ
る

特
別
定
額
給
付
金
だ
が
、

本
町
の
給
付
の
日
程・計

画
は
ど
う
か
。

【
住
民
課
長
】申
請
書
の

発
送
が
５
月
11
日
で
、翌

日
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
す
る
。

　

給
付
は
22
日
か
ら
を

予
定
し
て
い
る
。

【
西
山
議
員
】支
援
対
象

は
商
工
会
の
非
会
員
も

想
定
し
て
い
る
か
。

【
企
画
課
長
】会
員
、非
会

員
は
関
係
な
く
対
象
と

見
込
ん
で
い
る
。

【
門
脇
議
員
】商
工
事
業

者
に
限
ら
ず
、今
後
も
臨

時
交
付
金
の
範
囲
内
で

新
た
な
支
援
策
を
検
討

し
て
い
く
予
定
か
。

【
財
務
課
長
】今
後
の
臨

時
会
で
新
た
な
支
援
策

を
提
案
す
る
際
、臨
時
交

付
金
を
超
え
る
金
額
に

な
れ
ば
財
政
調
整
基
金

で
対
応
す
る
。

【
野
口
昌
議
員
】テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
よ
う
だ
が
、ど
の
よ

う
な
利
用
を
想
定
し
て

い
る
か
。

【
総
務
課
長
】研
修
や
会

議
な
ど
で
３
密
を
防
ぐ
こ

と
が
目
的
で
、本
庁
、各

支
所
、保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
わ
に
導
入
し
た
い
。

十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
か

【
近
藤
議
員
】町
民
向
け

の
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
は

十
分
か
。

　
ま
た
、今
後
の
方
針
は

ど
う
か
。

【
町
長
】ま
だ
ま
だ
不
十

分
だ
と
思
う
。引
き
続
き

必
要
な
対
策
は
実
施
す

る
。

　

町
民
の
経
済
活
動
の

回
復
に
努
め
る
。

大
山
観
光
局
か
ら
の
提
案
か

【
西
尾
議
員
】ツ
ア
ー
造

成
事
業
は
、大
山
観
光
局

か
ら
提
案
が
あ
っ
た
か
。

【
観
光
課
長
】素
案
を
観

光
局
か
ら
提
案
さ
れ
、協

議
し
た
う
え
で
事
業
化
し

て
い
る
。

【
大
森
議
員
】町
内
施
設

を
利
用
し
た
ツ
ア
ー
造

成
事
業
だ
が
、町
民
に
限

定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
。

【
観
光
課
長
】地
元
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
こ
と

で
、S
N
S
な
ど
で
情
報

発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
吉
原
議
員
】無
料
で
町

民
に
ツ
ア
ー
を
利
用
し
て

も
ら
う
理
由・根
拠
は
。

【
観
光
課
長
】よ
り
多
く

の
町
民
に
利
用
し
て
も
ら

い
、ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

も
協
力
を
願
い
た
い
。

農
業
へ
の
影
響

【
米
本
議
員
】農
業
関
係

の
支
援
策
が
少
な
い
。Ｊ

Ａ
か
ら
意
見
は
聞
い
た

よ
う
だ
が
、市
場
に
直
接

出
荷
し
て
い
る
農
家
の

声
を
ど
う
吸
い
上
げ
る

の
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】J
A

か
ら
は
影
響
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、果
樹
な
ど
の

高
級
食
材
で
は
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。今
後
、検

討
し
た
い
。

【
池
田
議
員
】５
月
14
日

に
議
決
し
た
支
援
策
が

事
業
者
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
が
、ど
の
よ
う
に
知
ら

せ
て
い
く
の
か
。

【
企
画
課
長
】商
工
会
員

に
は
商
工
会
か
ら
案
内

が
さ
れ
て
い
る
。非
会
員

に
は
、広
報
で
周
知
を
し

て
い
く
。

【
岡
田
議
員
】国
の
持
続

化
給
付
金
の
対
象
外
と

な
る
事
業
者
へ
の
支
援
策

と
し
て
は
、少
額
過
ぎ
な

い
か
。

【
企
画
課
長
】商
工
会
か

ら
の
陳
情
を
算
定
の
根

拠
と
し
た
。今
後
の
推
移

を
見
守
り
、適
正
な
額

だ
っ
た
か
は
判
断
し
た
い
。

【
大
杖
議
員
】児
童
養
護

施
設
な
ど
で
暮
ら
す
子

ど
も
へ
の
配
慮
は
ど
う
か
。 【

住
民
課
長
】施
設
な
ど

で
暮
ら
す
子
ど
も
に
は
、

里
親
を
世
帯
主
と
し
て

申
請
書
が
届
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

【
加
藤
議
員
】給
付
金
を

地
域
で
消
費
し
て
も
ら
う

工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。 【

町
長
】本
町
で
約
16
億

円
が
給
付
さ
れ
、全
額
が

地
域
で
消
費
さ
れ
れ
ば
経

済
効
果
は
大
き
い
。町
内

で
の
消
費
を
促
し
た
い
。
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　中国の武漢市で発生した新型コロナウイルス
感染症は、またたくまに世界へ拡大し、パンデミッ
ク(世界的流行 )の状況になった。
　日本では1月に初の感染者が発生した。それ
以来徐々に増え続け、緊急事態宣言が発令され
てからは、全国で自粛要請によって経済・社会
活動が停止状態となった。
　そのため、町内でも各種イベントなどの中止
が相次ぎ、宿泊業・飲食業をはじめ農業・水産

業などさまざまな業種、業者に打撃を与え、雇
用や暮らしに影響が及んだ。それは小康状態に
ある現在も続いている。
　自粛や休業の要請によって大幅減収や生活苦
を強いられることになった住民に対して、国・県・
町から経済支援や生活支援が行われている。
　コロナ危機の経過、感染拡大の防止、行政の
支援を振り返り、今後のことについても考察した。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況

　

世
界
で
ま
ん
延
中
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ど
の
よ
う
に

拡
大
し
て
いっ
た
か
。

《
主
な
国
の
感
染
者
状
況
》

日
本
の
感
染
者
数
は
、
し
ば
ら
く

１
～
２
桁
で
推
移
し
て
い
た
。
し
か

し
、
３
月
下
旬
か
ら
1
0
0
人

を
超
え
、
４
月
11
日
に
は
１
日
の

感
染
者
数
が
7
0
0
人
超
を
ピ
ー

ク
に
、
４
月
は
2
0
0
人
以
上
の

日
が
続
い
た
。

感
染
拡
大
の
防
止
策

　
４
月
に
感
染
者
数
が
急
増
し
た

た
め
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
16

日
に
は
全
国
に
発
令
拡
大
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
って
、
県
を
ま
た
ぐ
移
動

や
営
業
の
自
粛
が
強
ま
って
いっ
た
。

ま
た
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
の
文
化

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
こ
と
ご

と
く
中
止
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
自
粛
が
全
国
で
行

わ
れ
た
の
は
、
感
染
を
防
ぐ
有
効

な
手
段
と
し
て
、「
３
密
」（
密
閉・

特集 日常を一変させたコロナ禍
〜町 民 の 暮らしは！  町 の 対 応は！〜

密
集
・
密
接
）
を
避
け
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

感
染
防
止
と
し
て
、
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
洗
い
、
手
の
消
毒
、
う

が
い
の
徹
底
も
強
調
さ
れ
た
。

― 

町
内
で
の
対
応 

―

◆
役
場
◆

　

役
場
窓
口
に
は
、
飛
沫
感
染
を

防
ぐ
た
め
、
ア
ク
リ
ル
板
が
設
置

さ
れ
た
。

　

不
要
不
急
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

は
し
な
い
。

　
会
議
は
、
で
き
る
だ
け
短
縮
し
、

人
と
の
距
離
を
２
メートル
空
け
る
。

　
公
民
館
・
図
書
館
、
社
会
体
育

施
設
は
閉
館
す
る
。
大
山
の
駐
車

場
は
閉
鎖
し
た
。

※
緊
急
事
態
が
解
除
さ
れ
た
５
月

中
旬
に
は
緩
和
さ
れ
て
いっ
た
。住民課の窓口

◆
議
会
◆

　
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
、
会

議
は
広
い
部
屋
で
窓
を
開
け
て
使

用
し
、
議
員
同
士
の
席
の
間
隔
を

広
げ
た
。

　

一
般
質
問
の
時
間
は
60
分
か
ら

40
分
に
短
縮
し
た
。

◆
学
校
◆

　

首
相
の
要
請
に
よ
っ
て
、
町
内

の
小
中
学
校
は
３
月
２
日
か
ら
24

日
ま
で
臨
時
休
校
と
し
た
。
ま
た
、

５
月
連
休
前
の
４
日
間
も
臨
時
休

校
の
措
置
を
と
っ
た
。

◆
飲
食
店
・
商
店
な
ど
◆

　
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
の
テ
ー

ブ
ル
の
配
置
を
変
え
た
。
レ
ジ
に

透
明
シ
ェ
ー
ド
を
設
置
し
、
現
金

の
手
渡
し
を
や
め
た
。

コ
ロ
ナ
被
害
へ
の
対
策

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
自
粛

要
請
に
よ
って
、
町
内
の
宿
泊
業
や

飲
食
業
を
は
じ
め
農
業
・
水
産
業

な
ど
に
経
済
的
損
失
が
生
じ
た
。

　

特
に
大
山
の
旅
館
は
宿
泊
客
の

大
幅
減
に
よ
り
、
前
年
比
で
90
％

以
上
の
減
収
も
珍
し
く
な
い
。

　
町
商
工
会
や
大
山
旅
館
組
合
か

ら
は
、
行
政
と
議
会
に
救
済
の
要

望
書
や
陳
情
が
提
出
さ
れ
た
。

　

議
会
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
を

直
視
し
て
、
担
当
課
の
説
明
や
旅

館
組
合
と
の
懇
談
で
状
況
把
握
を

行
っ
た
。そ
し
て
、執
行
部
と
の「
意

見
交
換
会
」
や
一
般
質
問
で
支
援

策
の
強
化
を
質
し
た
。

今
後
は
ど
う
な
る

　
５
月
半
ば
か
ら
国
内
の
１

日
の
感
染
者
数
は
減
っ
て
き

て
お
り
、
鳥
取
県
内
で
は
７

月
２
日
に
新
規
感
染
者
が
１

人
出
た
が
、
４
人
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
７
月
に
な
る
と

首
都
圏
で
急
増
し
て
き
て
お

り
、
第
２
波
へ
の
備
え
は
十

分
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
感
染
防
止
の
た
め
に
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
が
厚
労

省
か
ら
発
表
さ
れ
、
そ
の
一

部
は
定
着
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
情
報
化
社
会
へ

の
加
速
化
、
大
都
市
か
ら

地
方
へ
の
移
住
の
増
加
、
食

料
自
給
率
の
本
気
の
取
り
組

み
（
第
１
次
産
業
の
重
視
）、

気
候
変
動
・
自
然
破
壊
の
防

止
と
か
か
わ
る
ご
み
の
減
量

化
の
推
進
な
ど
、
今
後
、
社

会
の
大
き
な
変
化
が
予
想
さ

れ
る
。

コロナ禍の休日の大山寺参道

本会議場の感染防止対策

大山町の主な支援策 内　　　容

事業継続支援交付金 今年3～5月、1カ月の売上が前年同月比で20～50％未満の減収があった事業者に、上限10万
円給付。受付：5月～来年１月29日

宿泊事業継続支援交付金 1～5月、1カ月の売上が前年同月比で50％以上の減収があった宿泊業者に、国の持続化給付
金の不足分を給付。上限10万～100万円

1泊2日宿泊・体験無料モ
ニターツアー

大山町内の宿泊施設を無料で利用し、モニターとしてSNSなどで発信してもらう。町民限定。
先着800人。期間7月4日～9月30日。

飲食店など緊急支援補助金 持ち帰り、宅配などをする業者への経費支援。上限5万円。受付期間：6月～来年１月29日

お食事券＆リフォーム券
および商品券の支給

全町民に「お食事・リフォーム券」5000円＋「商品券」5000円合計1万円分を配布する。
町内の協賛店で利用する。8月上旬に配布。

就労継続支援特別交付金 作業所の受注減で利用者の工賃が減少しているため、障がいサービス利用者の生活維持をは
かる。工賃減少分の一部を定額支給。

花いっぱい応援事業 自粛要請で花の需要が減少。地域の花や観葉植物などを町で買い取り、需要の増加をはかる。
保育所や学校などに配布する。

水産物流通回復支援事業 魚価の下落などによる収入減が深刻。漁業組合や組合員の活動支援を行う。

感染防止事業 新型コロナウイルス感染症防止対策のため、不織布マスクを購入。
備蓄とともに、必要に応じ医療機関や介護・福祉施設などに配布。

町税・保険料の納付猶予や
減免の措置

2月からの大幅な収入減の世帯に対して、住民税・固定資産税・国保税などの納付が最長1年間
猶予、また、減免される。介護保険料も減免される。

出典　サイト名：nippon.com（最終閲覧日：2020年7月13日）
https://www.nippon.com/ja/japan-data/h00673/
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議会改革調査特別委員会報告　決定

4.事務事業評価の実施
　各常任委員会で所管する中から事業を数
件抽出して、決算審査とあわせ議会が評価
し、町長に提出して改善をうながします。

5.タブレットの導入
　議会も情報化時代に対応します。
　令和２年度に町から貸与を受け、議案や
データの共有と、過去のデータ閲覧や確認
がスムーズに行えるようになります。
　さらには新型コロナ禍に対処したリモー
ト会議などへの活用も検討していきます。

1.議員定数
　議員定数は現状の16人とします。

2.議員報酬
　報酬は現状を維持します。

3.常任委員会の構成
　総務・教育民生・経済建設の3常任委員会、広
報常任委員会の４委員会を継続します。

議会か ら のお知 ら せ
3 月定例会以後のそのほかの議会の動きなどをお知らせします。

　平成３０年９月議会で設置した議会改革調査特別委員会は、これまで21回の委員会を開き、
議会機能向上に向け検討を重ねてきました。最終報告を議長に提出し調査を終了しました。

感染症に対応するため議会は次のことを
実施しています。

○3階出入り口にアルコール消毒を設置
し来場者に消毒をうながしています。
○議会中は窓を開け換気をしています。
○議席を離し、密を避けています。

議会の新型コロナ対応

　新型コロナウイルス感染症拡大にともない、ウイルスとの共存社会が続くとも言われ終息のめど
も立っていない状態である。
　もちろんのこと感染防止に全力を挙げる時ではあるが、町独自の支援の在り方についての議論が
必要だと考え、５月 14日に町執行部との意見交換会を実施した。

町長と意見交換会
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【
西
山
議
員
】
保
育
園
児
に
も

マ
ス
ク
着
用
を
さ
せ
て
い
る
か
。

保
護
者
へ
の
町
独
自
の
休
暇
所

得
支
援
助
成
金
は
。

【
幼
児
学
校
教
育
課
長
】
３
才

以
上
児
は
、
着
用
を
お
願
い
し

て
い
る
。

【
教
育
次
長
】
町
独
自
の
助
成

は
な
い
。

【
米
本
議
員
】
商
工
会
に
加
入

し
て
い
な
い
個
人
事
業
者
へ
の

支
援
は
。

【
町
長
】
国
の
持
続
化
給
付
金
、

町
独
自
支
援
策
の
事
業
継
続
給

付
金
の
対
象
と
な
る
。

　
申
請
の
委
託
や
代
行
の
経
費

と
し
て
町
独
自
の
、
雇
用
体
制

整
備
補
助
金
を
設
け
た
。

【
森
本
議
員
】
保
育
所
の
現
状

と
、
今
後
の
学
校
体
育
施
設
や

社
会
教
育
施
設
利
用
の
方
針
は
。

【
幼
児
学
校
教
育
課
長
】
出
席

は
、
６
～
７
割
程
度
、
感
染
対

策
を
行
い
な
が
ら
通
常
保
育
を

行
っ
て
い
る
。

【
町
長
】
学
校
体
育
施
設
の
一

般
利
用
は
中
止
し
て
い
る
。
社

会
教
育
施
設
は
、
町
内
住
民
に

限
り
利
用
可
能
で
あ
る
。

【
西
尾
議
員
】
学
習
が
遅
れ
て

い
る
が
、
対
策
は
。

【
教
育
長
】
夏
休
み
を
１
週
間

短
く
す
る
予
定
だ
。

【
野
口
昌
議
員
】
回
覧
板
が
新

型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
な
ら
な
い

か
心
配
で
あ
る
。

【
町
長
】
情
報
伝
達
の
や
り
方

な
ど
工
夫
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。

【
加
藤
議
員
】
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

取
り
組
み
事
業
者
支
援
の
状
況

は
。

【
町
長
】
売
り
上
げ
の
助
け
に

な
っ
て
い
る
感
覚
は
受
け
て
い

る
。

【
大
杖
議
員
】
事
業
継
続
支
援

交
付
金
が
一
律
10
万
円
交
付
に

な
ら
い
か
。
ま
た
、
宿
泊
業
支

援
事
業
の
上
限
額
も
引
き
上
げ

る
べ
き
と
考
え
る
。

【
町
長
】
実
際
の
減
少
幅
に
合

わ
せ
た
仕
組
み
に
な
る
よ
う
に

考
え
て
い
る
。
宿
泊
業
者
へ
の

影
響
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら

れ
る
。
引
き
続
き
様
子
を
見
な

が
ら
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

【
近
藤
議
員
】
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
取
り
組
み
や
方
針
は
。

【
教
育
次
長
】
学
習
プ
リ
ン
ト

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
使
え
る
仕

組
み
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

県
事
業
の
学
習
支
援
ソ
フ
ト
の

導
入
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い

る
。

【
吉
原
議
員
】
町
独
自
施
策
の

方
が
町
民
へ
の
支
援
が
早
い
。

経
済
循
環
の
観
点
か
ら
早
急
に

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】
時
期
を
見
極
め
な
が

ら
迅
速
に
対
応
し
た
い
。

【
池
田
議
員
】
特
別
定
額
給
付

金
申
請
必
要
書
類
の
身
分
証
明

書
が
な
い
人
の
代
わ
り
の
書
類

は
。
施
設
入
所
者
や
高
齢
者
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

【
町
長
】
書
類
は
柔
軟
に
対
応

し
て
い
る
。
申
請
漏
れ
が
な
い

よ
う
に
配
慮
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

みんなで食べて支援
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赤川 勲永
（樋口）

３
年
前
に
大
山
町
の
旧
大
山
町
、豊
房

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
豊
と
申
し
ま
す
。

家
族
は
妻
と
も
う
す
ぐ
２
歳
に
な
る
娘

と
３
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

仕
事
は
カ
メ
ラ
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
て
、

い
つ
も
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
商
用
の
写
真
な

ど
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。大

山
は
美
味
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
で
、先

日
は
大
山
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
用
の
写
真

を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。海
の
幸

か
ら
山
の
幸
ま
で
、他
の
地
域
で
は
真
似

で
き
な
い
ほ
ど
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
食
材
に

驚
き
ま
し
た
。

大
山
は
景
色
も
と
て
も
き
れ
い
で
、本

当
に
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思

い
ま
す
。

私
は
子
供
の
時
は
山
形
、秋
田
、島
根
、

学
生
時
代
に
岡
山
、仕
事
に
就
い
た
の
ち
、

東
京
、大
阪
、京
都
な
ど
計
12
回
ほ
ど
引
っ

越
し
し
ま
し
た
が
、大
山
町
は
暮
ら
し
や

す
く
、日
本
で
も
最
高
の
場
所
で
す
ね
。

家
族
と
と
も
に
、と
て
も
幸
せ
に
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
３
月
に
退
職
し
て
、早
い
も

の
で
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。退
職
し
た

ら
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
何
で
も
好

き
な
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、考
え
て
み
る
と
あ
ま
り
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

し
か
し
、退
職
後
に
始
め
た
健
康
ゴ
ル

フ
は
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。ゴ
ル
フ
を

始
め
た
こ
ろ
は
、ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
右

に
左
に
よ
く
走
っ
た
も
の
で
し
た
。そ
の
た

め
か
膝
に
水
が
た
ま
り
、歩
く
の
に
も
支

障
が
あ
り
ま
し
た
。２
カ
所
の
整
形
外
科

に
診
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、ま
っ
た
く
同
じ

処
置
で
改
善
し
ま
せ
ん
。近
所
の
人
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
を
紹
介
し
て
や
る
と

言
わ
れ
、す
ぐ
に
受
診
し
ま
し
た
。ド
ク

タ
ー
の
診
断
は
、「
膝
周
り
の
筋
肉
を
つ
け

な
い
と
改
善
し
な
い
。」と
い
う
も
の
で
し

た
。早
速
筋
ト
レ
を
始
め
、３
週
間
過
ぎ

た
こ
ろ
か
ら
膝
の
調
子
が
良
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。今
で
は
、１
時
間
歩
い
て
も
大
丈

夫
で
す
。

筋
肉
は
体
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
筋
ト
レ
を
続
け
て
楽
し
く
元

気
に
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
名
和
カ
ラ
オ
ケ
フ
レ
ン
ド
が
本
年
３
月

に
解
散
し
ま
し
た
。発
表
会
を
28
回
も
催

し
、町
民
の
皆
様
に
、可
愛
が
っ
て
頂
き
ま

し
た
。心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。感

謝
の
恩
返
し
は
継
続
す
る
こ
と
だ
と
考
え

四
月
に「
歌
心
」と
し
て
出
発
い
た
し
ま
し

た
。

　
支
え
愛
、つ
な
が
り
愛
、永
遠
の
美
男
美

女
、百
歳
ま
で
生
き
よ
う
と
健
康
長
寿
が

目
標
で
す
。

　
自
然
と
共
に
、山・海・農
の
生
業
か
ら

歌
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。先
祖
か
ら
の
文

化
で
す
。歌
は
心
で
す
。

　
人
口
減
少
社
会
は
町
民
み
ん
な
が
国

難
を
共
に
乗
り
切
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
一
助
と
な
れ
ば
、幸
福
の
至
り
で
あ

り
ま
す
。

　
名
和
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
会
員
と
な
り

ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
で
、第
１・第

３
土
曜
日
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
練
習

し
て
い
ま
す
。

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
お
気
軽
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

豊　哲也
（豊房）

　
今
年
は
異
常
気
象
の
暖
冬
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　
１
０
０
年
に
一
度
と
い
う
未

曾
有
の
で
き
ご
と
に
世
界
中
が

大
混
乱
、
本
町
で
も
小
中
学
校

の
休
校
な
ど
で
生
徒
の
み
な
ら

ず
、
保
護
者
も
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
大
き
な
影
響
は
飲
食
業
と
観

光
客
激
減
に
よ
る
宿
泊
業
を
直

撃
、そ
れ
は
１
次
産
業
の
生
産
物

需
要
減
少
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　
国
は
年
間
予
算
に
匹
敵
す
る

補
正
で
国
民
生
活
を
平
常
に
保

つ
べ
き
支
援
策
を
相
次
い
で
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
国
・
自
治
体
の
支

援
を
期
待
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
ら
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
努

め
、
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
こ

の
難
局
を
乗
り
切
ら
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

大
杖

【
発
行
責
任
者
】

　
　
　
議
長
　
杉
谷
　
洋
一

【
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
大
森
　
正
治

　
副
委
員
長
　
池
田
　
幸
恵

　
　
　
委
員
　
西
山
富
三
郎

　
　
　
委
員
　
岡
田
　
聰

　
　
　
委
員
　
西
尾
　
寿
博

　
　
　
委
員
　
野
口
　
昌
作

　
　
　
委
員
　
大
杖
　
正
彦

　
　
　
委
員
　
加
藤
　
紀
之

中山地区の風車

生
涯
で
12
回

　
　引
っ
越
し
を
し
て

筋
肉
は
大
切

都田 茂治
（上木料）

歌
心
と
命
名
、

　
　
　
　出
発


